
周波数プログラマブル･ユニバーサル･フィルタ  UF-202A□

特　長

=遮断周波数をディジタル設定できます。

=コンデンサを内蔵しているため、外付け部品が不要です。

=ＬＰ，ＨＰ，ＢＰ，ＢＥＦ出力が同時に得られる。

=小型シングルインライン構造のため多段接続しても省スペース化できる。

概　要

　ＵＦ-２０２Ａは状態変数型フィルタを基本とした12ｄＢ/octの減衰特性を持つ

、ユニバーサル･アクティブ･フィルタです。

　1 個のフィルタで、ＬＰ．ＨＰ．ＢＰ．ＢＥＦの４出力を独立にて出力すること

ができます。

　多段フィルタを構成し易いようフィルタのＱを外部で設定できるようになって

います。Ｑの設定抵抗はＲ Q ＝Ｑ×10ｋΩで計算します。

主な規格

=入力インピーダンス　 10ｋΩ±10％以内

=出力インピーダンス 10Ω以下

=フィルタ特性　　　　 12ｄＢ/oct

=遮断周波数 　 10Ｈｚ～1590Ｈｚ 　(Ｌタイプ)

100Ｈｚ～15.9ｋＨｚ（Ｈタイプ）

=周波数設定　　　　 負論理 ＴＴＬレベル８ビット

=遮断周波数精度 設定値の±２％以内

=Ｑの設定範囲 0.5～10（外付け抵抗）

=電源増幅度　　　　 0ｄＢ±0.5ｄＢ以内

=負荷抵抗 2ｋΩ以上

=電源電圧 ±15Ｖ±10％以内

=電源電流 ±20 m A 以下

=外　　形 ＳＩＰ-20 ＰＩＮ　ｈ＝20 mm

■ＵＦ- ２０２Ａ内部構 成

■端子接続表

端子番号 信号名称 備　　考

１ ＩＮ 入力端子

３ ＧＮＤ 接地

４ ＳＵＭ 仮想接地

５ Ｒ Q Ｑ設定

６ ＢＥＦ フィルタ出力

７ ＨＰＦ 〃

８ ＢＰＦ 〃

９ ＬＰＦ 〃

10 Ｂit 8 ＭＳＢ

11 Ｂit 7

12 Ｂit 6

13 Ｂit 5 周波数

14 Ｂit 4 データ入力

15 Ｂit 3

16 Ｂit 2

17 Ｂit 1 ＬＳＢ

18 0 Ｖ 電源 0Ｖ

19 -ＶC C 電源 -15Ｖ

20 +ＶC C 電源 +15Ｖ
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基本的な使い方

=遮断周波数の設定は、負論理ＴＴＬ/Ｃ-ＭＯＳレベルで、８ビットのデータ･バ

　スに直結するか、図のようにプルアップ抵抗を外付けして、サミール･スイッチ

　を接続します。+5Ｖ電源は他のロジック電源から供給します。

　下位４ビットは 10 進データ、上位４ビットは 16 進データをセットします。

　（例えば、ＡＯ H で100、Ｆ９ H で159 となります。）

=12ｄＢ/oct のユニバーサル･フィルタを構成するには、Ｑの設定だけでよくバ

　タワース応答では、Ｑ＝0.707 ですから、4-5 番ピン間に、外付け抵抗Ｒ Q を

　接続します。抵抗値はＲ Q ＝（10kΩ×Ｑ）＝7.07kΩです。

=24ｄＢ/oct の場合は、本ＩＣを２個直列接続し、１段目のＱ 1 を0.541、２段

　目のＱ 2 を1.306 とする必要があるので、外付け抵抗Ｒ1、Ｒ 2 は

　Ｒ 1 ＝（10kΩ×Ｑ 1 ）＝5.41kΩ

　Ｒ 2 ＝（10kΩ×Ｑ 2 ）＝13.06kΩとなります。

=36ｄＢ/oct の場合は、本ＩＣを３個直列接続し、1段目のＱ 1 を0.517、２段

　目のＱ 2 を0.707、３段目のＱ 3 を1.931 とする必要があるので、Ｒ 1～Ｒ 3 は

　Ｒ 1 ＝（10kΩ×0.517）＝5.17kΩ

　Ｒ 2 ＝（10kΩ×0.707）＝7.07kΩ

　Ｒ 3 ＝（10kΩ×1.931）＝19.31kΩとなります。

=48ｄＢ/oct の場合は、Ｑ 1 ＝0.509、Ｑ 2 ＝0.601、Ｑ 3 ＝0.899、Ｑ 4 ＝2.563

　ですからＲ 1 ～Ｒ 4 は同様に

　Ｒ 1 ＝5.09kΩ、Ｒ 2 ＝6.01kΩ、Ｒ 3 ＝8.99kΩ、Ｒ 4 ＝25.63kΩとなります。

=Ｑを設定する抵抗は、半端な値となりますが、可変抵抗器か固定抵抗器を２本

　直列接続できるように基板設計しておくと良いでしょう。

代表的な特性

=写真１はＵＦ-２０２ＡＬにおいて遮断周波数ｆ＝1.5kＨz、Ｑ＝1.0 を設定した

　ときの各フィルタ特性です。Ｑ＝1.0（Ｒ Q ＝10kΩ）では、各々の周波数応答

　が遮断周波数において通過利得が１（０ｄＢ）になります。

=ＨＰＦ及びＢＥＦにおいて、高域周波数特性は、いずれも 100kＨz まで平坦な

　特性です。

  1 2 dＢ/o c t の例

基本的な使い方
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